
（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

  ２００７ 年度（平成１９年度）学校評価自己評価表                         No.1 

   校番 ７ 福 山 市 立 済 美 中 学 校 

１ 学校教育目標 

 
心豊かに他者とかかわり，確かな学力を身に付けて，夢を語り，自らの進路を切り拓く 
 生徒の育成 

 
２ 経営理念 
（１）地域社会における自校の使命（ミッション） 
１ ２１世紀をたくましく生きる生徒の育成 
２ 校訓に則り，地域から信頼される学校 
３ 力量ある人材を育成する学校 
 

 
（２）使命の追求を通じて実現しようとする自校の将来像（ビジョン） 
１ 目標をもって学ぶ意欲を向上させ，基礎基本の定着を図る。 
２ 基本的生活習慣を確立し，豊かで元気な心を育て社会性を身につけさせる。 
３ 各種研修の積極参加と校内研修の充実 
 

３ 自校の現状分析 

１ 生徒は概ね楽しく明るい中学生活を送っている。朝の部活動は極めて活発で１３０名以上の生

徒がグランド，体育館，音楽教室等で練習をしている。 
 
２ 挨拶等は受身的である。率先して挨拶できる生徒は約半数である。 
 
３ 授業は静かに受けているが，学力的に低い生徒が一部にいる。また，生徒指導面で課題がある 
 生徒が固定化しており，生活意欲，学習意欲を失っている。 
 
４ 教職員は意欲的で，分掌組織を意識した動きになっているものの，学校教育目標達成に向け，

各自の役割を果たすために，職能成長を図り，やりきろうとする意識を強く持つことが必要であ

る。 
 

 ４ 研究主題 
（１）研究主題 
     主体的に学ぶ力を高め，基礎的学習能力の定着を図る。 

～ 聞く・話す・読む・書く力を育てながら ～ 
 

 
（２）研究指定 
指 定 事 業 名 等 期 間 
 市 
 市 

教育研究支援事業 
少人数指導推進支援事業 
 

平成１９年度までの３年間 
平成１９年度 

 
５ 今年度の重点目標と設定理由 

重 点 目 標 設 定 理 由 
 
１ 指導法の工夫改善をすすめ，基礎基本の学

力の徹底 
 
２ 基本的生活習慣を確立させ，心豊かに 
 他者とかかわる力をつける。 

 
基礎基本定着状況調査等の結果，基礎基本の学

力の定着に課題がある。（特に英語） 
 
遅刻・挨拶・服装・授業への集中等規範意識が

十分でない生徒，言葉遣い・内容等伝え合う力

が不十分な生徒が各学年とも少なからずいる。 

６ 評価基準 

各種検査，生徒・保護者・教職員・来校者アンケート，実績，数値の根拠に基づき，分掌・学

年で精査し，校内評価委員会で達成状況を評価決定する。 

 
A 目標達成  （達成率８０％以上） 
B 概ね達成  （達成率６０％以上８０％未満） 
C あまりできず（達成率４０％以上６０％未満） 
D 達成できず （達成率４０％未満） 
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２００７年度（平成１９年度） 校番 ７ 福山市立済美中学校  No.２ 

７ 目標・評価項目の設定と評価 

市重点 
目 標 中期経営目標 短 期 経 営 目 標 評 価 項 目 分類 (最終) 

 評価 
○ 短期経営目標の達成状況 及び 
◎ 次年度の改善方策 

次年度 
方 針 

基礎基本定着状況調査で、数・英の通過率６

割を上回る生徒８０％。 
 
継続 
重点 B 

 
○国語８３．３数学４８．１英語５３．７（％） 
◎「ねらい」の明確化による授業の活性化を図る。 
 

 
継続 

一人一人に応じたきめ細

かな指導 

 

数学、英語の少人数指導（習熟度別指導）

や指導法の改善等を通して、基礎基本の定

着をはかる。 

年度末にCRTを実施し，５教科全観点で６
割を上回る。 

新規 
重点 

Ｃ 

○１年・・１８観点中１２観点で上回った。 
○２年・・１６観点中１２観点で上回った。 
◎結果分析後，生徒面談等を行い、生徒の学習意

欲向上と教員の授業力向上を図る。 

 
継続 

指導に生かす評価 

（指導と評価の一体化） 

評価基準を盛り込んだ単元別指導案を作

成する。 
全教科・全教員で評価基準を盛り込んだ単元

別指導案を作成する。 
 
 
新規 A 

○全員作成した。 
◎さらなる充実を期すため，分かりやすい評価基

準づくりを研修する。個に応じたきめ細かい指

導を行う。C評価生徒対策記載。  

 
 
見直し 

ことばの教育の推進 教育活動全般において取り組む。 ＴＰＯに応じ、主語、述語を入れて適切に表

現できたと感じる生徒を７０％にする。 
(職員室) 

新規 
重点 A 

○生徒の８割以上ができていると答え，教員の 
 半数以上が肯定的回答である。 
◎完全達成１００％をめざす。 

 
継続 

キャリア教育の推進 チャレンジ・ウィークふくやまを充実させ

る。 
実習した生徒の７０％以上が将来の夢や進

路に対して目標を持てるようにする。 
 
新規 A 

○７０→６３→６５→８１（％）  
         (７，９，１０，２月)  
◎諸分野キャリア講演などを実施し，目標達成の

道筋を掴ませる。 

 
継続 

特別支援教育の推進 対象となる生徒の個別の指導計画を作成

し、指導の記録を行う。 
学期末に取組み状況と課題を校内研修会で

報告する。 
新規 

A 
○校内推進委員会を立ち上げ，実態把握，課題検

討。(３回)，校内研修会も３回実施。 
◎形は整ったので，内容的な充実を図る。 

 
継続 

読書感想文コンクールへ応募できるよう

学校全体で指導を行う。 
 
８０％以上が応募する。 
 

 
継続 

 
A 
○全校生徒が読書感想文を書いた。  
◎「書く」指導の充実。感想文提出回数の増。  

 
見直し 

読書活動の推進 

朝読の時間の充実を図る。 
 

図書室の本を年間１２冊以上読む生徒 
８０％。 

新規 
D 
○７月１０％ → １０月１１％ 
◎校内読書マラソンの実施 

 
見直し 

 
 
 
 
 
 
 
 
確 
 
か 
 
な 
 
学 
 
力 

自学自習の推進 家庭学習の充実に取り組む。 宿題の達成率を１００％にする。 新規 
B 
○６３％の教員が達成率１００％と回答。 
◎家庭にも協力を求め，家庭学習時間を増やす指

導を行う。 

 
改善 
継続 

 
 
 

生徒の自律を育成する生

徒指導 

「規範意識」「協調性」を育てるきめ細か

い生徒指導を行う。 
 

週１回の生徒指導担当者会を行い、問題行動

の昨年度比７５％以下。 
継続 

B 
○ 昨年度２４件，本年度２２件 
◎ 道徳・生徒集会等の充実により未然防止に努

める。 

重点 
継続 
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 生徒会活動を充実させる。 
 

「挨拶運動など生徒会活動が活発だと思う」

生徒８０％以上。 
継続 

A 

○ 生徒７８％，教員７４％が肯定的回答 
◎ 生徒会での校内放送や美術授業でのポスター

づくりなどを通して呼びかけ回数を増やすな

ど，自主的活動を促進させる。 

 
継続 

遅刻者１日平均３％以下。（学期単位集約） 
                     

新規 
重点

 
D 
○ ４月～１月 月平均遅刻率５．１％ 
◎ 保護者会などを通して，規則的な生活習慣の

確立を呼びかける。顕彰する。 

 
継続 

無欠席生徒の割合２０％以上。（学期単位集

約） 
新規 
重点 A 

○ １月末１年４２．６％，２年２８．８％ 
  ３年３８％ 
◎ 無欠席生徒の割合を５０％に引き上げる。顕

彰する。 

  
改善 
継続 

生徒集会時に服装検査実施。 
違反者を各クラス１０％以下。 

新規 
重点 A 

○１年は通年ほぼ０％，２年９．６％，３年１１% 
◎ 学年初期段階で指導の徹底を図る。 

改善 
継続 

たくましく生きるための

健康・体力つくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的生活習慣を身につけさせる。 
 
 
 
 
部活の活性化をさらに図る。 

部活出席率８０％以上。 継続 

A 

○ 定点調査による。クラブ顧問の６４％が部活動 
 出席率８０％以上と答えている。 
◎ 部活動強化週間等を設け，全校生徒が活動する

よう仕向ける。  

 
見直し 

組織的な教育相談を確立し、計画的な指導

を行う。 
週１回の教育相談部会を実施する。 継続 

A 
○  定期的に開催しており，機能的・計画的であ
る。 
◎ 一層の機能化と，全教職員での共有化を図る。 

 
継続 

不登校等長期欠席生徒を２０人以下にする。 新規 

 
豊 
 
か 
 
な 
 
心 

不登校への取り組み 

欠席者に対する面接・家庭訪問を行い、早

期対応と支援を行う。   B 

○ １年５，２年１１，３年８人 （昨年３７） 
 改善傾向にある生徒も数名いる。  
◎ 連続欠席者への面接強化。教育相談会議での

次の一手の明確化。 

 
継続 

学校教育目標実現へ向け

ての校内研修 

組織的教育活動と実践的な研究・研修を推

進する。 
１０年経験者研修を核にした授業研究を含

め、校内研修を１１回は実施する。 
新規 
重点 A 

○ 校内研修１７回実施（授業研究・各種研修） 
◎ 研究主題の徹底と研究主題に迫る研修の充

実。 

 
継続 

全員研究団体に参加し、研修等の会合に年間

２回以上参加する。 
 

 
継続 A 

○ ２名は不参加。一人一回以上。 
◎ 教育研究団体（各教科・領域）主催の授業研

または研修会を本校で開催する。 

 
見直し 
 

教育研究団体を中心とし

た自主研修 

自主研修を促進し内容的に深める。 

研修報告書（Ａ４・１枚）を作成し還元する。  
新規 

 A 

 ○ 研修報告は毎回作成させている。 
（主任はプレゼンを行った。） 
◎ 報告にとどまらず短時間でも参加者全員がプレ
ゼンする。  

 
継続 

力 
量 
あ 
る 
教 
職 
員 

指導法交流の活性化を図

るための教科部会 

指導法工夫・改善へ向けて教師間の交流を

深める。 
指導法工夫改善へ向けた実践交流をするた

め、毎月１回は教科部会を持つ。 
継続 

A 
○ 計画的に開催してきた。４月は３回以上開催。 
◎ 教科部会報告を全員配布する。 

改善 
継続 
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月１回の学校・学年・学級通信の発行。 継続 

A 

○ 学校通信３５回以上，学年通信平均３８回， 
  学級通信２回～１１５回以上。 
◎ 学校・学年・学級の様子が更に保護者に伝わ

るようにする。 

 
改善 
継続 

学習指導要領等の法令に

基づいた学校運営 

学校情報の積極的公開により，教育の中立

性及び信頼性の確保を図る。 

年１回の公開授業研究（教育実践発表）実施。 継続 
 A 

○ 公開授業研究会実施。１０月１９日 
   保護者等１３０名出席 
◎ 提案型公開授業研究会を開催する。 

 
継続 
 

校務分掌に基づき，仕事を明確にするための

見直し作業を各学期末に行う。 
新規 

A 
○ 定期に見直し，必要な修正を行った。 
◎ 各分掌組織の一層の能率化をはかるための機

構改革を検討する。 

 
見直し 

組織的な教育活動の展開を目指し，校務分

掌・委員会等の効果的な運営体制を確立す

る。 
起案定着度１００％。 継続 

 A 
○ ほぼ定着。 
◎ 主任・主事のチェック機能の向上。 

 
継続 

校長を中心として組織的

に行う学校マネジメント 

生徒・保護者対象に学校評価自己評価に関

するアンケート調査を実施し分析・公表す

る。 

アンケートは生徒に対し年間２回，保護者に

対しては年間１回実施し，「済美中学校に行

ってよかった」の項目が７０％を上回る。 

新規 
A 
○ アンケート実施予定通り。満足度はA評価 
◎ 更にこまめなアンケートでより満足度を高め

る。 

改善 
継続 

管理規則，服務規定等の法令に関する知識

理解を深める。 
服務に関する研修を年間６回実施する。 新規 

A 

○ 服務に係る研修１３回実施。研修を実践に移

すための間のマニュアル等も作成した。適宜研

修・指導を追加した。 
◎ 演習参画型研修の回数増。 

 
 
継続 

市 
民 
か 
ら 
信 
頼 
さ 
れ 
る 
学 
校 

教育公務員としての教職

員の自覚と使命感 

学校管理・運営関係資料の２１項目につい

て，計画的に研修する。 
全項目の研修を実施する。 新規 

A 

○ 全２１項目研修終了。さらに，機会を捉えて 

 の研修も追加した。 
◎ 担当者を決め講師を務めさせることで意識を

高める。 

 
継続 

 


